
 

○「性感染症に関する特定感染症予防指針」は、総合的に予防のための施策を推進する

ため、感染症法（第 11 条第 1 項）の規定に基づいて定められている。        

指針の対象疾患：性器クラミジア感染症、性器ヘルペス感染症、尖圭コンジローマ、 

        梅毒、淋菌感染症 
                 

○前回の改正（平成 18 年 11 月）から５年が経過するため、厚生科学審議会感染症分

科会感染症部会「エイズ・性感染症ワーキンググループ」において検討を行い、改正

案をとりまとめ。 

 

 

●コンドームによる予防に加え、コンドーム以外の予防方法等に関する情報提供を推進 

   ・ワクチンが「尖圭コンジローマ」の予防にも有効であることの情報提供を推進 

・コンドームだけでは防げない性感染症があることや正しい使い方等具体的情報の

普及啓発を推進 

 ●より精度の高い「病原体検査」を推進 

   ・性器クラミジア感染症・淋菌感染症について、精度の高い「病原体検査」を推進 

   ・簡便な尿検査により病原体検査を実施できることを明記 

 ●個人の実情・心情等に配慮した普及啓発等の実施 

   ・感染者のパートナーの意向を尊重して情報提供や支援を実施することを明記 

   ・犯罪被害者支援、緊急避妊のための診療の場での総合的な支援の必要性を明記 
 

 

 ●学会等と連携した医療の質向上の取り組みの推進 

   ・性感染症の専門家養成のための教育・研修機会の確保を推進 

   ・標準的な診断や治療の指針等について積極的に情報提供・普及を推進 

 ●医療へのアクセスの向上 

   ・若年者等が受診しやすい医療体制の整備や、検査から受診につながる環境づくり

を促進 

   ・検査や治療について分かりやすい情報提供の実施 

 

 ●発生動向のより的確な把握のため、指定届出機関（定点）の指定の基準づくりを実施 

 ●性感染症のリスクに関する意識や行動についての調査を実施 

１．発生の予防・まん延の防止 

２．医療の提供 

３．情報収集・調査研究 

改正のポイント 

性感染症に関する特定感染症予防指針の改正(概要) 

資料２ 



【第１】 ○基本的考え方

原因の究明 ○発生動向の調査の活用

○発生動向の調査等の結果の公開及び提供の強化

【第２】 ○基本的考え方

発生の予防及び ○コンドームの予防効果に関する普及啓発

まん延の防止 ○検査の推奨と検査機会の提供

○対象者の実情に応じた対策

○相談指導の充実

【第３】 ○基本的考え方

医療の提供 ○医療の質の向上

○医療アクセスの向上

【第４】 ○基本的考え方

研究開発の推進 ○検査や治療等に関する研究開発の推進

○発生動向等に関する疫学研究の推進

○社会面と医学面における性の行動様式等に関する研究の推進

○研究評価等の充実

【第５】 ○基本的考え方

国際的な連携 ○諸外国との情報交換の推進

○国際的な感染拡大抑制への貢献

【第６】

関係機関等との ○関係機関等との連携の強化

連携の強化等 ○本指針の進捗状況の評価及び展開

性感染症に関する特定感染症予防指針の改正について（目次)
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性
感
染
症
に
関
す
る
特
定
感
染
症
予
防
指
針
の
一
部
を
改
正
す
る
告
示
案
新
旧
対
照
表

（
傍
線
の
部
分
は
改
正
部
分
）

改

正

案

現

行

性
器
ク
ラ
ミ
ジ
ア
感
染
症
、
性
器
ヘ
ル
ペ
ス
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
、

性
器
ク
ラ
ミ
ジ
ア
感
染
症
、
性
器
ヘ
ル
ペ
ス
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
、

尖
圭
コ
ン
ジ
ロ
ー
マ
、
梅
毒
及
び
淋
菌
感
染
症
（
以
下
「
性
感
染
症

尖
圭
コ
ン
ジ
ロ
ー
マ
、
梅
毒
及
び
淋
菌
感
染
症
（
以
下
「
性
感
染
症

せ
ん

せ
ん

」
と
い
う
。
）
は
、
性
器
、
口
腔
等
を
介
し
た
性
的
接
触
で
感
染
す

」
と
い
う
。
）
は
、
性
的
接
触
を
介
し
て
感
染
す
る
と
の
特
質
を
共

る
と
の
特
質
を
共
通
に
有
し
性
的
接
触
に
よ
り
誰
も
が
感
染
す
る
可

通
に
有
し
性
的
接
触
に
よ
り
誰
も
が
感
染
す
る
可
能
性
が
あ
る
感
染

能
性
が
あ
る
感
染
症
で
あ
り
、
生
殖
年
齢
に
あ
る
男
女
を
中
心
と
し

症
で
あ
り
、
生
殖
年
齢
に
あ
る
男
女
を
中
心
と
し
た
大
き
な
健
康
問

た
大
き
な
健
康
問
題
で
あ
る
。
性
感
染
症
は
、
感
染
し
て
も
無
症
状

題
の
一
つ
で
あ
る
。
性
感
染
症
は
、
感
染
し
て
も
無
症
状
で
あ
る
こ

で
あ
る
こ
と
が
多
く
、
ま
た
、
尿
道
炎
、
帯
下
の
増
量
、
皮
膚
粘
膜

と
が
多
く
、
ま
た
、
尿
道
炎
、
帯
下
の
増
量
、
皮
膚
粘
膜
症
状
等
の

症
状
、
咽
頭
の
違
和
感
等
の
比
較
的
軽
い
症
状
に
と
ど
ま
る
場
合
も

比
較
的
軽
い
症
状
に
と
ど
ま
る
場
合
も
あ
る
た
め
、
感
染
し
た
者
が

あ
る
た
め
、
感
染
し
た
者
が
、
治
療
を
怠
り
や
す
い
と
い
う
特
性
を

、
治
療
を
怠
り
や
す
い
と
い
う
特
性
を
有
す
る
。
こ
の
た
め
、
不
妊

有
す
る
。
こ
の
た
め
、
不
妊
等
の
後
遺
障
害
や
生
殖
器
が
ん
が
発
生

等
の
後
遺
障
害
や
生
殖
器
が
ん
が
発
生
し
、
又
は
後
天
性
免
疫
不
全

し
、
又
は
後
天
性
免
疫
不
全
症
候
群
に
感
染
し
や
す
く
な
る
等
性
感

症
候
群
に
感
染
し
や
す
く
な
る
等
性
感
染
症
の
疾
患
ご
と
に
発
生
す

染
症
の
疾
患
ご
と
に
様
々
な
重
篤
な
合
併
症
を
も
た
ら
す
こ
と
が
問

る
様
々
な
重
篤
な
合
併
症
を
も
た
ら
す
こ
と
が
問
題
点
と
し
て
指
摘

題
点
と
し
て
指
摘
さ
れ
て
い
る
。
特
に
、
生
殖
年
齢
に
あ
る
女
性
が

さ
れ
て
い
る
。
特
に
、
生
殖
年
齢
に
あ
る
女
性
が
性
感
染
症
に
罹
患

性
感
染
症
に
罹
患
し
た
場
合
に
は
、
母
子
感
染
に
よ
る
次
世
代
へ
の

し
た
場
合
に
は
、
母
子
感
染
に
よ
る
次
世
代
へ
の
影
響
が
あ
り
得
る

影
響
が
あ
り
得
る
こ
と
も
問
題
点
と
な
っ
て
い
る
。

こ
と
も
問
題
点
と
し
て
指
摘
さ
れ
て
い
る
。

ま
た
、
性
感
染
症
は
、
患
者
等
（
患
者
及
び
無
症
状
病
原
体
保
有

ま
た
、
性
感
染
症
は
、
患
者
等
（
患
者
及
び
無
症
状
病
原
体
保
有

者
を
い
う
。
以
下
同
じ
。
）
が
、
自
覚
症
状
が
あ
る
場
合
で
も
医
療

者
を
い
う
。
以
下
同
じ
。
）
が
、
自
覚
症
状
が
あ
る
場
合
で
も
医
療

機
関
に
受
診
し
な
い
こ
と
が
あ
る
た
め
、
感
染
の
実
態
を
把
握
す
る

機
関
に
受
診
し
な
い
こ
と
が
あ
る
た
め
、
感
染
の
実
態
を
把
握
す
る

こ
と
が
困
難
で
あ
り
、
感
染
の
実
態
を
過
小
評
価
し
て
し
ま
う
お
そ

こ
と
が
困
難
で
あ
り
、
感
染
の
実
態
を
過
小
評
価
し
て
し
ま
う
お
そ

れ
が
あ
る
こ
と
、
ま
た
、
性
的
な
接
触
を
介
し
て
感
染
す
る
た
め
、

れ
が
あ
る
こ
と
、
ま
た
、
性
的
な
接
触
を
介
し
て
感
染
す
る
た
め
、

個
人
情
報
の
保
護
へ
の
配
慮
が
特
に
必
要
で
あ
る
こ
と
等
の
特
徴
を

個
人
情
報
の
保
護
へ
の
配
慮
が
特
に
必
要
で
あ
る
こ
と
等
の
特
徴
を

有
す
る
こ
と
か
ら
、
公
衆
衛
生
対
策
上
、
特
別
な
配
慮
が
必
要
な
疾

有
す
る
こ
と
か
ら
、
公
衆
衛
生
対
策
上
、
特
別
な
配
慮
が
必
要
な
疾

患
で
あ
る
。

患
で
あ
る
。

さ
ら
に
、
性
感
染
症
を
取
り
巻
く
近
年
の
状
況
と
し
て
は
、
感
染

さ
ら
に
、
性
感
染
症
を
取
り
巻
く
近
年
の
状
況
と
し
て
は
、
十
代
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症
の
予
防
及
び
感
染
症
の
患
者
に
対
す
る
医
療
に
関
す
る
法
律
（
平

の
半
ば
ご
ろ
か
ら
二
十
代
前
半
に
か
け
て
の
年
齢
層
（
以
下
「
若
年

成
十
年
法
律
第
百
十
四
号
。
以
下
「
法
」
と
い
う
。
）
第
十
四
条
に

層
」
と
い
う
。
）
に
お
け
る
発
生
の
増
加
が
報
告
さ
れ
て
い
る
こ
と

基
づ
く
発
生
動
向
の
調
査
に
よ
り
把
握
さ
れ
る
報
告
数
は
全
体
的
に

等
が
挙
げ
ら
れ
る
こ
と
か
ら
、
こ
れ
ら
を
踏
ま
え
た
上
で
、
性
感
染

は
減
少
の
傾
向
が
見
ら
れ
る
も
の
の
、
引
き
続
き
十
代
の
半
ば
ご
ろ

症
対
策
を
進
め
て
い
く
こ
と
が
重
要
で
あ
る
。

か
ら
二
十
代
に
か
け
て
の
年
齢
層
（
以
下
「
若
年
層
」
と
い
う
。
）

に
お
け
る
発
生
の
割
合
が
高
い
こ
と
や
、
性
行
動
の
多
様
化
に
よ
り

咽
頭
感
染
等
の
増
加
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
こ
れ
ら
を
踏

ま
え
た
上
で
、
性
感
染
症
対
策
を
進
め
て
い
く
こ
と
が
重
要
で
あ
る

。
性
感
染
症
は
、
早
期
発
見
及
び
早
期
治
療
に
よ
り
治
癒
、
重
症
化

性
感
染
症
の
予
防
に
は
、
正
し
い
知
識
と
そ
れ
に
基
づ
く
注
意
深

の
防
止
又
は
感
染
の
拡
大
防
止
が
可
能
な
疾
患
で
あ
り
、
性
感
染
症

い
行
動
が
重
要
で
あ
り
、
早
期
発
見
及
び
早
期
治
療
に
よ
り
治
癒
、

の
予
防
に
は
、
正
し
い
知
識
と
そ
れ
に
基
づ
く
注
意
深
い
行
動
が
重

重
症
化
の
防
止
又
は
感
染
の
拡
大
防
止
が
可
能
な
疾
患
で
あ
る
。
こ

要
で
あ
る
。
こ
の
た
め
、
性
感
染
症
に
対
す
る
予
防
対
策
と
し
て
は

の
た
め
、
性
感
染
症
に
対
す
る
予
防
対
策
と
し
て
は
、
感
染
の
可
能

、
感
染
を
受
け
る
又
は
広
げ
る
可
能
性
が
あ
る
者
へ
の
普
及
啓
発
及

性
が
あ
る
者
へ
の
普
及
啓
発
及
び
性
感
染
症
の
予
防
を
支
援
す
る
環

び
性
感
染
症
の
予
防
を
支
援
す
る
環
境
づ
く
り
が
重
要
で
あ
る
。
特

境
づ
く
り
が
重
要
で
あ
る
。
特
に
、
近
年
増
加
が
報
告
さ
れ
て
い
る

に
、
若
年
層
を
対
象
と
し
た
予
防
対
策
を
重
点
的
に
推
進
し
て
い
く

若
年
層
を
対
象
と
し
た
予
防
対
策
を
重
点
的
に
推
進
し
て
い
く
必
要

必
要
が
あ
る
た
め
、
学
校
等
と
連
携
し
て
い
く
必
要
が
あ
る
。
ま
た

が
あ
る
た
め
、
学
校
等
と
連
携
し
て
い
く
必
要
が
あ
る
。
ま
た
、
後

、
後
天
性
免
疫
不
全
症
候
群
と
性
感
染
症
は
、
感
染
経
路
、
発
生
の

天
性
免
疫
不
全
症
候
群
と
性
感
染
症
は
、
感
染
経
路
、
発
生
の
予
防

予
防
方
法
、
ま
ん
延
の
防
止
対
策
等
に
お
い
て
関
連
が
深
い
た
め
、

方
法
、
ま
ん
延
の
防
止
対
策
等
に
お
い
て
関
連
が
深
い
た
め
、
正
し

正
し
い
知
識
の
普
及
等
の
対
策
に
つ
い
て
、
本
指
針
に
基
づ
く
対
策

い
知
識
の
普
及
等
の
対
策
に
つ
い
て
、
本
指
針
に
基
づ
く
対
策
と
後

と
後
天
性
免
疫
不
全
症
候
群
に
関
す
る
特
定
感
染
症
予
防
指
針

平

天
性
免
疫
不
全
症
候
群
に
関
す
る
特
定
感
染
症
予
防
指
針

平
成
十

（

（

成
十
一
年
十
月
厚
生
省
告
示
第
二
百
十
七
号

に
基
づ
く
対
策
と
の

一
年
十
月
厚
生
省
告
示
第
二
百
十
七
号

に
基
づ
く
対
策
と
の
連
携

）

）

連
携
を
図
る
こ
と
が
必
要
で
あ
る
。

を
図
る
こ
と
が
必
要
で
あ
る
。

本
指
針
は
、
こ
の
よ
う
な
認
識
の
下
に
、
法
の
施
行
に
伴
う
性
病

本
指
針
は
、
こ
の
よ
う
な
認
識
の
下
に
、
感
染
症
の
予
防
及
び
感

予
防
法
（
昭
和
二
十
三
年
法
律
第
百
六
十
七
号
）
の
廃
止
後
も
、
総

染
症
の
患
者
に
対
す
る
医
療
に
関
す
る
法
律
（
平
成
十
年
法
律
第
百

合
的
に
予
防
の
た
め
の
施
策
を
推
進
す
る
必
要
が
あ
る
性
感
染
症
に

十
四
号
。
以
下
「
法
」
と
い
う
。
）
の
施
行
に
伴
う
性
病
予
防
法
（

つ
い
て
、
国
、
地
方
公
共
団
体
、
医
療
関
係
者
、
教
育
関
係
者
、
民

昭
和
二
十
三
年
法
律
第
百
六
十
七
号
）
の
廃
止
後
も
、
総
合
的
に
予

間
団
体
等
が
連
携
し
て
取
り
組
ん
で
い
く
べ
き
課
題
に
つ
い
て
、
発

防
の
た
め
の
施
策
を
推
進
す
る
必
要
が
あ
る
性
感
染
症
に
つ
い
て
、
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生
の
予
防
及
び
ま
ん
延
の
防
止
、
良
質
か
つ
適
切
な
医
療
の
提
供
、

国
、
地
方
公
共
団
体
、
医
療
関
係
者
、
民
間
団
体
等
が
連
携
し
て
取

正
し
い
知
識
の
普
及
等
の
観
点
か
ら
新
た
な
取
組
の
方
向
性
を
示
す

り
組
ん
で
い
く
べ
き
課
題
に
つ
い
て
、
発
生
の
予
防
及
び
ま
ん
延
の

こ
と
を
目
的
と
す
る
。

防
止
、
良
質
か
つ
適
切
な
医
療
の
提
供
、
正
し
い
知
識
の
普
及
等
の

観
点
か
ら
新
た
な
取
組
の
方
向
性
を
示
す
こ
と
を
目
的
と
す
る
。

ま
た
、
本
指
針
の
対
象
で
あ
る
性
器
ク
ラ
ミ
ジ
ア
感
染
症
、
性
器

ま
た
、
本
指
針
の
対
象
で
あ
る
性
器
ク
ラ
ミ
ジ
ア
感
染
症
、
性
器

ヘ
ル
ペ
ス
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
、
尖
圭
コ
ン
ジ
ロ
ー
マ
、
梅
毒
及
び
淋

ヘ
ル
ペ
ス
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
、
尖
圭
コ
ン
ジ
ロ
ー
マ
、
梅
毒
及
び
淋

菌
感
染
症
の
ほ
か
に
も
、
性
的
接
触
を
介
し
て
感
染
す
る
こ
と
が
あ

菌
感
染
症
の
ほ
か
に
も
、
性
的
接
触
を
介
し
て
感
染
す
る
こ
と
が
あ

る
感
染
症
は
、
後
天
性
免
疫
不
全
症
候
群
、
Ｂ
型
肝
炎
を
含
め
多
数

る
感
染
症
は
、
後
天
性
免
疫
不
全
症
候
群
を
含
め
多
数
あ
る
こ
と
に

あ
る
こ
と
に
留
意
す
る
必
要
が
あ
り
、
本
指
針
に
基
づ
く
予
防
対
策

留
意
す
る
必
要
が
あ
り
、
本
指
針
に
基
づ
く
予
防
対
策
は
、
こ
れ
ら

は
、
こ
れ
ら
の
感
染
症
の
抑
制
に
も
資
す
る
も
の
と
期
待
さ
れ
る
。

の
感
染
症
の
抑
制
に
も
資
す
る
も
の
と
期
待
さ
れ
る
。

な
お
、
本
指
針
に
つ
い
て
は
、
性
感
染
症
の
発
生
動
向
、
性
感
染

な
お
、
本
指
針
に
つ
い
て
は
、
性
感
染
症
の
発
生
動
向
、
性
感
染

症
の
検
査
、
治
療
等
に
関
す
る
科
学
的
知
見
、
本
指
針
の
進
ち
ょ
く

症
の
検
査
、
治
療
等
に
関
す
る
科
学
的
知
見
、
本
指
針
の
進
ち
ょ
く

状
況
の
評
価
等
を
勘
案
し
て
、
少
な
く
と
も
五
年
ご
と
に
再
検
討
を

状
況
の
評
価
等
を
勘
案
し
て
、
少
な
く
と
も
五
年
ご
と
に
再
検
討
を

加
え
、
必
要
が
あ
る
と
認
め
る
と
き
は
、
こ
れ
を
変
更
し
て
い
く
も

加
え
、
必
要
が
あ
る
と
認
め
る
と
き
は
、
こ
れ
を
変
更
し
て
い
く
も

の
で
あ
る
。

の
で
あ
る
。

第
一

原
因
の
究
明

第
一

原
因
の
究
明

一

基
本
的
考
え
方

一

基
本
的
考
え
方

性
感
染
症
の
発
生
動
向
の
調
査
に
お
け
る
課
題
は
、
病
原
体
に
感

性
感
染
症
の
発
生
動
向
の
調
査
に
お
け
る
課
題
は
、
病
原
体
に
感

染
し
て
い
て
も
無
症
状
で
あ
る
こ
と
が
多
く
、
ま
た
、
自
覚
症
状
が

染
し
て
い
て
も
無
症
状
で
あ
る
こ
と
が
多
く
、
ま
た
、
自
覚
症
状
が

あ
っ
て
も
医
療
機
関
に
受
診
し
な
い
こ
と
等
が
あ
る
た
め
、
そ
の
感

あ
っ
て
も
医
療
機
関
に
受
診
し
な
い
こ
と
等
が
あ
る
た
め
、
そ
の
感

染
の
実
態
を
正
確
に
把
握
す
る
こ
と
が
困
難
な
こ
と
で
あ
る
。
そ
の

染
の
実
態
を
正
確
に
把
握
す
る
こ
と
が
困
難
な
こ
と
で
あ
る
。
そ
の

た
め
、
性
感
染
症
の
疫
学
的
特
徴
を
踏
ま
え
た
対
策
を
推
進
す
る
こ

た
め
、
性
感
染
症
の
疫
学
的
特
徴
を
踏
ま
え
た
対
策
を
推
進
す
る
こ

と
等
を
目
的
と
し
て
、
そ
の
発
生
動
向
を
慎
重
に
把
握
し
て
い
く
必

と
等
を
目
的
と
し
て
、
そ
の
発
生
動
向
を
慎
重
に
把
握
し
て
い
く
必

要
が
あ
る
こ
と
か
ら
、
法
に
基
づ
く
発
生
動
向
の
調
査
を
基
本
と
し

要
が
あ
る
こ
と
か
ら
、
法
に
基
づ
く
発
生
動
向
の
調
査
を
基
本
と
し

な
が
ら
、
患
者
調
査
等
の
他
の
調
査
等
を
活
用
す
る
と
と
も
に
、
無

な
が
ら
、
患
者
調
査
等
の
他
の
調
査
等
を
活
用
す
る
と
と
も
に
、
無

症
状
病
原
体
保
有
者
の
存
在
を
考
慮
し
、
必
要
な
調
査
等
を
追
加
的

症
状
病
原
体
保
有
者
の
存
在
を
考
慮
し
、
必
要
な
調
査
等
を
追
加
的

に
実
施
し
、
発
生
動
向
を
総
合
的
に
分
析
し
て
い
く
こ
と
が
重
要
で

に
実
施
し
、
発
生
動
向
を
総
合
的
に
分
析
し
て
い
く
こ
と
が
重
要
で

あ
る
。

あ
る
。
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ま
た
、
国
及
び
都
道
府
県
等
（
都
道
府
県
、
保
健
所
を
設
置
す
る

ま
た
、
国
及
び
都
道
府
県
等
（
都
道
府
県
、
保
健
所
を
設
置
す
る

市
及
び
特
別
区
を
い
う
。
以
下
同
じ
。
）
は
、
個
人
情
報
の
保
護
に

市
及
び
特
別
区
を
い
う
。
以
下
同
じ
。
）
は
、
個
人
情
報
の
保
護
に

配
慮
し
つ
つ
、
収
集
さ
れ
た
発
生
動
向
に
関
す
る
情
報
と
分
析
結
果

配
慮
し
つ
つ
、
収
集
さ
れ
た
発
生
動
向
に
関
す
る
情
報
と
分
析
結
果

に
つ
い
て
、
必
要
と
す
る
者
に
対
し
、
広
く
公
開
及
び
提
供
を
行
っ

に
つ
い
て
、
必
要
と
す
る
者
に
対
し
、
広
く
公
開
及
び
提
供
を
行
っ

て
い
く
こ
と
が
重
要
で
あ
る
。

て
い
く
こ
と
が
重
要
で
あ
る
。

二

発
生
動
向
の
調
査
の
活
用

二

発
生
動
向
の
調
査
の
活
用

法
に
基
づ
く
発
生
動
向
の
調
査
に
つ
い
て
は
、
引
き
続
き
、
届
出

法
に
基
づ
く
発
生
動
向
の
調
査
に
つ
い
て
は
、
引
き
続
き
、
届
出

の
徹
底
等
そ
の
改
善
及
び
充
実
を
図
り
、
調
査
の
結
果
を
基
本
的
な

の
徹
底
等
そ
の
改
善
及
び
充
実
を
図
り
、
調
査
の
結
果
を
基
本
的
な

情
報
と
し
て
活
用
し
て
い
く
も
の
と
す
る
。
特
に
、
法
第
十
四
条
の

情
報
と
し
て
活
用
し
て
い
く
も
の
と
す
る
。
特
に
、
法
第
十
四
条
第

規
定
に
基
づ
き
、
指
定
届
出
機
関
か
ら
の
届
出
に
よ
っ
て
発
生
の
状

一
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
指
定
届
出
機
関
か
ら
の
届
出
に
よ
っ
て
発

況
を
把
握
す
る
こ
と
と
さ
れ
て
い
る
性
器
ク
ラ
ミ
ジ
ア
感
染
症
、
性

生
の
状
況
を
把
握
す
る
こ
と
と
さ
れ
て
い
る
性
器
ク
ラ
ミ
ジ
ア
感
染

器
ヘ
ル
ペ
ス
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
、
尖
圭
コ
ン
ジ
ロ
ー
マ
及
び
淋
菌
感

症
、
性
器
ヘ
ル
ペ
ス
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
、
尖
圭
コ
ン
ジ
ロ
ー
マ
及
び

染
症
に
つ
い
て
は
、
国
は
、
こ
れ
ら
四
つ
の
感
染
症
の
発
生
動
向
を

淋
菌
感
染
症
に
つ
い
て
は
、
国
は
、
こ
れ
ら
四
つ
の
感
染
症
の
発
生

的
確
に
反
映
で
き
る
よ
う
、
発
生
動
向
調
査
の
結
果
を
踏
ま
え
た
指

動
向
を
的
確
に
反
映
で
き
る
よ
う
、
発
生
動
向
調
査
の
結
果
を
踏
ま

定
届
出
機
関
の
指
定
の
基
準
（
定
点
選
定
法
）
を
よ
り
具
体
的
に
示

え
た
指
定
届
出
機
関
の
指
定
の
基
準
（
定
点
選
定
法
）
の
見
直
し
に

す
と
と
も
に
、
指
定
の
状
況
を
適
宜
確
認
し
て
、
発
生
動
向
調
査
の

努
め
る
と
と
も
に
、
指
定
の
状
況
を
適
宜
確
認
し
て
、
発
生
動
向
調

改
善
を
図
る
も
の
と
す
る
。
都
道
府
県
は
、
性
別
、
年
齢
階
級
別
な

査
の
改
善
を
図
る
も
の
と
す
る
。
都
道
府
県
は
、
性
別
、
年
齢
階
級

ど
対
策
に
必
要
な
性
感
染
症
の
発
生
動
向
を
把
握
で
き
る
よ
う
に
、

別
な
ど
対
策
に
必
要
な
性
感
染
症
の
発
生
動
向
を
把
握
で
き
る
よ
う

か
つ
、
関
係
機
関
、
関
係
学
会
、
関
係
団
体
等
と
連
携
し
、
地
域
に

に
、
か
つ
、
関
係
機
関
、
関
係
学
会
、
関
係
団
体
等
と
連
携
し
、
地

お
け
る
対
策
に
活
用
す
る
た
め
、
十
万
人
当
た
り
の
患
者
数
の
よ
う

域
に
お
け
る
対
策
に
活
用
す
る
た
め
、
十
万
人
当
た
り
の
患
者
数
の

に
地
域
に
よ
っ
て
偏
り
が
な
い
よ
う
に
留
意
し
て
、
指
定
届
出
機
関

よ
う
に
地
域
に
よ
っ
て
偏
り
が
な
い
よ
う
に
留
意
し
て
、
指
定
届
出

を
指
定
す
る
も
の
と
す
る
。

機
関
を
指
定
す
る
も
の
と
す
る
。

三

発
生
動
向
の
調
査
等
の
結
果
の
公
開
及
び
提
供
の
強
化

三

発
生
動
向
の
調
査
等
の
結
果
の
公
開
及
び
提
供
の
強
化

国
及
び
都
道
府
県
等
は
、
収
集
さ
れ
た
調
査
の
結
果
や
そ
の
分
析

国
及
び
都
道
府
県
等
は
、
収
集
さ
れ
た
調
査
の
結
果
や
そ
の
分
析

に
関
す
る
情
報
を
経
年
的
な
変
化
が
分
か
る
よ
う
な
図
表
に
編
集
す

に
関
す
る
情
報
を
経
年
的
な
変
化
が
分
か
る
よ
う
な
図
表
に
編
集
す

る
等
国
民
が
理
解
し
や
す
い
よ
う
加
工
し
た
上
で
、
印
刷
物
、
イ
ン

る
等
国
民
が
理
解
し
や
す
い
よ
う
加
工
し
た
上
で
、
印
刷
物
、
イ
ン

タ
ー
ネ
ッ
ト
等
の
多
様
な
媒
体
を
通
じ
て
、
こ
れ
を
必
要
と
す
る
者

タ
ー
ネ
ッ
ト
等
の
多
様
な
媒
体
を
通
じ
て
、
こ
れ
を
必
要
と
す
る
者

に
対
し
て
、
広
く
公
開
及
び
提
供
を
行
っ
て
い
く
こ
と
が
重
要
で
あ

に
対
し
て
、
広
く
公
開
及
び
提
供
を
行
っ
て
い
く
こ
と
が
重
要
で
あ
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る
。

る
。

第
二

発
生
の
予
防
及
び
ま
ん
延
の
防
止

第
二

発
生
の
予
防
及
び
ま
ん
延
の
防
止

一

基
本
的
考
え
方

一

基
本
的
考
え
方

国
及
び
都
道
府
県
等
は
、
性
感
染
症
の
罹
患
率
を
減
少
傾
向
へ
導

国
及
び
都
道
府
県
等
は
、
性
感
染
症
の
罹
患
率
を
減
少
傾
向
へ
導

く
た
め
の
施
策
の
目
標
を
設
定
し
、
正
し
い
知
識
の
普
及
啓
発
及
び

く
た
め
の
施
策
の
目
標
を
設
定
し
、
正
し
い
知
識
の
普
及
啓
発
及
び

性
感
染
症
の
予
防
を
支
援
す
る
環
境
づ
く
り
を
中
心
と
し
た
予
防
対

性
感
染
症
の
予
防
を
支
援
す
る
環
境
づ
く
り
を
中
心
と
し
た
予
防
対

策
を
行
う
こ
と
が
重
要
で
あ
る
。
特
に
、
性
感
染
症
の
予
防
方
法
と

策
を
行
う
こ
と
が
重
要
で
あ
る
。
特
に
、
性
感
染
症
の
予
防
方
法
と

し
て
の
コ
ン
ド
ー
ム
の
使
用
並
び
に
予
防
接
種
並
び
に
検
査
や
医
療

し
て
の
コ
ン
ド
ー
ム
の
使
用
並
び
に
検
査
や
医
療
の
積
極
的
な
受
診

の
積
極
的
な
受
診
に
よ
る
早
期
発
見
及
び
早
期
治
療
が
性
感
染
症
の

に
よ
る
早
期
発
見
及
び
早
期
治
療
が
性
感
染
症
の
発
生
の
予
防
及
び

発
生
の
予
防
及
び
ま
ん
延
の
防
止
に
有
効
で
あ
る
と
い
っ
た
情
報
、

ま
ん
延
の
防
止
に
有
効
で
あ
る
と
い
っ
た
情
報
、
性
感
染
症
の
発
生

性
感
染
症
の
発
生
動
向
に
関
す
る
情
報
等
を
提
供
し
て
い
く
と
と
も

動
向
に
関
す
る
情
報
等
を
提
供
し
て
い
く
と
と
も
に
、
検
査
や
医
療

に
、
検
査
や
医
療
を
受
け
や
す
い
環
境
づ
く
り
を
進
め
て
い
く
こ
と

を
受
け
や
す
い
環
境
づ
く
り
を
進
め
て
い
く
こ
と
が
重
要
で
あ
る
。

が
重
要
で
あ
る
。

ま
た
、
普
及
啓
発
は
、
一
人
一
人
が
自
分
の
身
体
を
守
る
た
め
に

ま
た
、
普
及
啓
発
は
、
一
人
一
人
が
自
分
の
身
体
を
守
る
た
め
に

必
要
と
す
る
情
報
を
分
か
り
や
す
い
内
容
と
効
果
的
な
媒
体
に
よ
り

必
要
と
す
る
情
報
を
分
か
り
や
す
い
内
容
と
効
果
的
な
媒
体
に
よ
り

提
供
す
る
こ
と
を
通
じ
、
各
個
人
の
行
動
を
性
感
染
症
に
罹
患
す
る

提
供
す
る
こ
と
を
通
じ
、
各
個
人
の
行
動
を
性
感
染
症
に
罹
患
す
る

危
険
性
の
低
い
も
の
又
は
な
い
も
の
に
す
る
行
動
変
容
の
促
進
を
意

危
険
性
の
低
い
も
の
又
は
な
い
も
の
に
す
る
行
動
変
容
の
促
進
を
意

図
し
て
行
う
も
の
で
あ
る
必
要
が
あ
る
。

図
し
て
行
う
も
の
で
あ
る
必
要
が
あ
る
。

さ
ら
に
、
一
般
的
な
普
及
啓
発
の
実
施
に
加
え
、
若
年
層
を
中
心

さ
ら
に
、
一
般
的
な
普
及
啓
発
の
実
施
に
加
え
、
若
年
層
を
中
心

と
し
た
普
及
啓
発
を
実
施
す
る
と
と
も
に
、
実
施
に
当
た
っ
て
は
、

と
し
た
普
及
啓
発
を
実
施
す
る
と
と
も
に
、
実
施
に
当
た
っ
て
は
、

対
象
者
の
実
情
に
応
じ
て
、
普
及
啓
発
の
内
容
や
方
法
に
配
慮
す
る

対
象
者
の
実
情
に
応
じ
て
、
普
及
啓
発
の
内
容
や
方
法
に
配
慮
す
る

こ
と
が
重
要
で
あ
る
。
こ
の
た
め
、
国
及
び
都
道
府
県
等
は
相
談
や

こ
と
が
重
要
で
あ
る
。
こ
の
た
め
、
国
及
び
都
道
府
県
等
は
相
談
や

指
導
の
充
実
を
図
り
、
よ
り
き
め
細
か
い
普
及
啓
発
を
実
現
し
て
い

指
導
の
充
実
を
図
り
、
よ
り
き
め
細
か
い
普
及
啓
発
を
実
現
し
て
い

く
こ
と
が
必
要
で
あ
る
。

く
こ
と
が
必
要
で
あ
る
。

二

コ
ン
ド
ー
ム
の
予
防
効
果
に
関
す
る
普
及
啓
発

二

コ
ン
ド
ー
ム
の
予
防
効
果
に
関
す
る
普
及
啓
発

コ
ン
ド
ー
ム
は
、
性
感
染
症
の
原
因
と
な
る
性
器
及
び
口
腔
粘
膜

コ
ン
ド
ー
ム
は
、
避
妊
の
効
果
の
み
な
ら
ず
、
性
感
染
症
の
原
因

等
の
直
接
接
触
を
妨
げ
る
物
理
的
障
壁
と
し
て
、
性
感
染
症
の
予
防

と
な
る
直
接
接
触
を
妨
げ
る
物
理
的
障
壁
と
し
て
、
性
感
染
症
の
予

に
対
す
る
確
実
か
つ
基
本
的
な
効
果
を
有
す
る
も
の
で
あ
る
が
、
そ

防
に
対
す
る
確
実
か
つ
基
本
的
な
効
果
を
有
す
る
も
の
で
あ
り
、
そ
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の
効
果
と
と
も
に
、
コ
ン
ド
ー
ム
だ
け
で
は
防
ぐ
こ
と
が
で
き
な
い

の
効
果
に
つ
い
て
普
及
啓
発
に
努
め
る
べ
き
で
あ
る
。
国
及
び
都
道

性
感
染
症
が
あ
る
こ
と
や
、
正
し
い
使
い
方
等
の
具
体
的
な
情
報
の

府
県
等
は
、
コ
ン
ド
ー
ム
の
性
感
染
症
の
予
防
効
果
に
係
る
情
報
を

普
及
啓
発
に
努
め
る
べ
き
で
あ
る
。
国
及
び
都
道
府
県
等
は
、
コ
ン

提
供
し
て
い
く
こ
と
が
重
要
で
あ
り
、
コ
ン
ド
ー
ム
の
製
造
・
販
売

ド
ー
ム
の
特
性
と
性
感
染
症
の
予
防
効
果
に
係
る
情
報
を
提
供
し
て

業
者
に
も
協
力
を
求
め
る
べ
き
で
あ
る
。

い
く
こ
と
が
重
要
で
あ
り
、
コ
ン
ド
ー
ム
の
製
造
・
販
売
業
者
に
も

協
力
を
求
め
る
べ
き
で
あ
る
。

な
お
、
産
婦
人
科
、
泌
尿
器
科
等
の
医
療
機
関
に
お
い
て
、
性
感

な
お
、
産
婦
人
科
、
泌
尿
器
科
等
の
医
療
機
関
に
お
い
て
、
性
感

染
症
に
係
る
受
診
の
機
会
を
捉
え
、
コ
ン
ド
ー
ム
の
特
性
と
使
用
に

染
症
に
係
る
受
診
の
機
会
を
捉
え
、
コ
ン
ド
ー
ム
の
使
用
に
よ
る
性

よ
る
性
感
染
症
の
予
防
に
つ
い
て
啓
発
が
な
さ
れ
る
よ
う
働
き
か
け

感
染
症
の
予
防
に
つ
い
て
啓
発
が
な
さ
れ
る
よ
う
働
き
か
け
て
い
く

て
い
く
必
要
が
あ
る
。

必
要
が
あ
る
。

三

検
査
の
推
奨
と
検
査
機
会
の
提
供

三

検
査
の
推
奨
と
検
査
機
会
の
提
供

都
道
府
県
等
は
、
保
健
所
や
医
療
機
関
な
ど
の
検
査
に
係
る
情
報

都
道
府
県
等
は
、
保
健
所
や
医
療
機
関
な
ど
の
検
査
に
係
る
情
報

の
提
供
を
行
い
、
性
感
染
症
に
感
染
し
て
い
る
可
能
性
の
あ
る
者
に

の
提
供
を
行
い
、
性
感
染
症
に
感
染
し
て
い
る
可
能
性
の
あ
る
者
に

対
し
、
検
査
の
受
診
を
推
奨
す
る
こ
と
が
重
要
で
あ
る
。
そ
の
際
に

対
し
、
検
査
の
受
診
を
推
奨
す
る
こ
と
が
重
要
で
あ
る
。
そ
の
際
に

は
、
検
査
の
趣
旨
及
び
内
容
を
十
分
に
理
解
さ
せ
た
上
で
受
診
さ
せ

は
、
検
査
の
趣
旨
及
び
内
容
を
十
分
に
理
解
さ
せ
た
上
で
受
診
さ
せ

、
必
要
に
応
じ
て
治
療
に
結
び
付
け
る
こ
と
が
で
き
る
体
制
を
整
え

、
必
要
に
応
じ
て
治
療
に
結
び
付
け
る
こ
と
が
で
き
る
体
制
を
整
え

る
こ
と
が
重
要
で
あ
る
。
保
健
所
が
自
ら
検
査
を
実
施
す
る
場
合
に

る
こ
と
が
重
要
で
あ
る
。
保
健
所
が
自
ら
検
査
を
実
施
す
る
場
合
に

検
査
の
対
象
と
す
る
性
感
染
症
と
そ
の
検
査
項
目
を
選
定
す
る
と
き

検
査
の
対
象
と
す
る
性
感
染
症
と
そ
の
検
査
項
目
を
選
定
す
る
と
き

は
、
無
症
状
病
原
体
保
有
者
か
ら
の
感
染
の
危
険
性
、
検
査
の
簡
便

は
、
無
症
状
病
原
体
保
有
者
か
ら
の
感
染
の
危
険
性
、
検
査
の
簡
便

さ
等
を
考
慮
し
、
性
器
ク
ラ
ミ
ジ
ア
感
染
症
及
び
淋
菌
感
染
症
に
あ

さ
等
を
考
慮
し
、
性
器
ク
ラ
ミ
ジ
ア
感
染
症
及
び
淋
菌
感
染
症
に
あ

っ
て
は
病
原
体
検
査
（
尿
を
検
体
と
す
る
も
の
を
含
む
。
）
を
、
梅

っ
て
は
病
原
体
検
査
を
、
梅
毒
及
び
性
器
ヘ
ル
ペ
ス
ウ
イ
ル
ス
感
染

毒
及
び
性
器
ヘ
ル
ペ
ス
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
に
あ
っ
て
は
抗
体
検
査
を

症
に
あ
っ
て
は
抗
体
検
査
を
基
本
と
し
つ
つ
、
都
道
府
県
等
の
実
情

基
本
と
し
て
、
検
査
を
実
施
す
る
も
の
と
す
る
。

に
応
じ
て
検
査
を
実
施
す
る
も
の
と
す
る
。

そ
の
た
め
、
都
道
府
県
等
は
、
保
健
所
に
お
け
る
性
感
染
症
の
検

そ
の
た
め
、
都
道
府
県
等
は
、
保
健
所
に
お
け
る
性
感
染
症
の
検

査
の
機
会
確
保
に
努
め
る
と
と
も
に
、
住
民
が
受
診
し
や
す
い
体
制

査
の
機
会
確
保
に
努
め
る
と
と
も
に
、
住
民
が
受
診
し
や
す
い
体
制

を
整
え
る
こ
と
が
重
要
で
あ
る
。
ま
た
、
性
感
染
症
に
関
す
る
普
及

を
整
え
る
こ
と
が
重
要
で
あ
る
。
ま
た
、
性
感
染
症
に
関
す
る
普
及

啓
発
の
た
め
に
、
各
種
行
事
の
活
用
、
検
体
の
送
付
に
よ
る
検
査
な

啓
発
の
た
め
に
、
各
種
行
事
の
活
用
、
検
体
の
送
付
に
よ
る
検
査
の

ど
、
個
人
情
報
の
保
護
に
留
意
し
つ
つ
、
様
々
な
検
査
の
機
会
を
活

試
行
な
ど
、
個
人
情
報
の
保
護
に
留
意
し
つ
つ
、
様
々
な
検
査
の
機

用
し
て
い
く
こ
と
も
重
要
で
あ
る
。
な
お
、
検
査
の
結
果
、
受
診
者

会
を
活
用
し
て
い
く
こ
と
も
重
要
で
あ
る
。
な
お
、
検
査
の
結
果
、
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の
感
染
が
判
明
し
た
場
合
は
、
当
該
受
診
者
に
、
当
該
性
感
染
症
の

受
診
者
の
感
染
が
判
明
し
た
場
合
は
、
当
該
受
診
者
及
び
性
的
接
触

ま
ん
延
の
防
止
に
必
要
な
事
項
に
つ
い
て
十
分
説
明
し
支
援
す
る
と

の
相
手
方
に
対
し
、
当
該
性
感
染
症
の
ま
ん
延
の
防
止
に
必
要
な
事

と
も
に
、
当
該
受
診
者
を
通
じ
る
な
ど
し
て
性
的
接
触
の
相
手
方
に

項
に
つ
い
て
十
分
説
明
し
、
必
要
な
場
合
に
は
、
医
療
に
結
び
付
け

も
必
要
な
情
報
提
供
等
の
支
援
を
行
い
、
必
要
な
場
合
に
は
、
医
療

、
感
染
拡
大
の
防
止
を
図
る
こ
と
も
重
要
で
あ
る
。

に
結
び
付
け
、
感
染
拡
大
の
防
止
を
図
る
こ
と
も
重
要
で
あ
る
。

さ
ら
に
、
国
及
び
都
道
府
県
等
は
、
性
感
染
症
の
検
査
の
実
施
に

さ
ら
に
、
国
及
び
都
道
府
県
等
は
、
性
感
染
症
の
検
査
の
実
施
に

関
し
て
、
学
会
等
が
作
成
し
た
検
査
の
手
引
き
等
を
普
及
し
て
い
く

関
し
て
、
学
会
等
が
作
成
し
た
検
査
の
手
引
き
等
を
普
及
し
て
い
く

こ
と
と
す
る
。

こ
と
と
す
る
。

四

対
象
者
の
実
情
に
応
じ
た
対
策

四

対
象
者
の
実
情
に
応
じ
た
対
策

予
防
対
策
を
講
ず
る
に
当
た
っ
て
は
、
年
齢
や
性
別
等
の
対
象
者

予
防
対
策
を
講
ず
る
に
当
た
っ
て
は
、
年
齢
や
性
別
等
の
対
象
者

の
実
情
に
応
じ
た
配
慮
を
行
っ
て
い
く
こ
と
が
重
要
で
あ
る
。

の
実
情
に
応
じ
た
配
慮
を
行
っ
て
い
く
こ
と
が
重
要
で
あ
る
。

例
え
ば
、
若
年
層
に
対
し
て
は
、
性
感
染
症
か
ら
自
分
の
身
体
を

例
え
ば
、
若
年
層
に
対
し
て
は
、
性
感
染
症
か
ら
自
分
の
身
体
を

守
る
た
め
の
情
報
に
つ
い
て
、
適
切
な
人
材
の
協
力
を
得
、
正
確
な

守
る
た
め
の
情
報
に
つ
い
て
、
適
切
な
人
材
の
協
力
を
得
、
正
確
な

情
報
提
供
を
適
切
な
媒
体
を
用
い
て
行
い
、
広
く
理
解
を
得
る
こ
と

情
報
提
供
を
行
い
、
広
く
理
解
を
得
る
こ
と
が
重
要
で
あ
る
。
そ
の

が
重
要
で
あ
る
。
そ
の
際
、
学
校
に
お
け
る
教
育
に
お
い
て
は
、
学

際
、
学
校
に
お
け
る
教
育
に
お
い
て
は
、
学
習
指
導
要
領
に
則
り
、

習
指
導
要
領
に
則
り
、
児
童
生
徒
の
発
達
段
階
及
び
保
護
者
や
地
域

児
童
生
徒
の
発
達
段
階
及
び
保
護
者
や
地
域
の
理
解
を
踏
ま
え
る
こ

の
理
解
を
踏
ま
え
る
こ
と
が
重
要
で
あ
る
。
保
健
所
等
は
、
教
育
関

と
が
重
要
で
あ
る
。
保
健
所
等
は
、
教
育
関
係
機
関
等
と
十
分
に
連

係
機
関
及
び
保
護
者
等
と
十
分
に
連
携
し
、
学
校
に
お
け
る
教
育
と

携
し
、
学
校
に
お
け
る
教
育
と
連
動
し
た
普
及
啓
発
を
行
う
こ
と
が

連
動
し
た
普
及
啓
発
を
行
う
こ
と
が
重
要
で
あ
る
。

重
要
で
あ
る
。

ま
た
、
女
性
は
、
解
剖
学
的
に
感
染
の
危
険
性
が
高
く
、
感
染
し

ま
た
、
女
性
は
、
解
剖
学
的
に
感
染
の
危
険
性
が
高
く
、
感
染
し

て
も
無
症
状
の
場
合
が
多
い
一
方
で
、
感
染
す
る
と
慢
性
的
な
骨
盤

て
も
無
症
状
の
場
合
が
多
い
一
方
で
、
感
染
す
る
と
慢
性
的
な
骨
盤

内
炎
症
性
疾
患
の
原
因
と
な
り
や
す
く
、
次
世
代
へ
の
影
響
が
あ
る

内
炎
症
性
疾
患
の
原
因
と
な
り
や
す
く
、
次
世
代
へ
の
影
響
が
あ
る

こ
と
等
の
特
性
が
あ
る
。
そ
の
た
め
、
女
性
に
対
す
る
普
及
啓
発
は

こ
と
等
の
特
性
が
あ
る
。
そ
の
た
め
、
女
性
に
対
す
る
普
及
啓
発
は

、
対
象
者
の
意
向
を
踏
ま
え
る
と
と
も
に
、
対
象
者
の
実
情
や
年
齢

、
対
象
者
の
意
向
を
踏
ま
え
る
と
と
も
に
、
対
象
者
の
実
情
や
年
齢

に
応
じ
た
特
別
な
配
慮
が
必
要
で
あ
る
。
性
感
染
症
及
び
妊
娠
や
母

に
応
じ
た
特
別
な
配
慮
の
ほ
か
、
性
感
染
症
及
び
そ
の
妊
娠
へ
の
影

子
へ
の
影
響
を
性
と
生
殖
に
関
す
る
健
康
問
題
と
し
て
と
ら
え
る
配

響
を
性
と
生
殖
に
関
す
る
健
康
問
題
と
し
て
と
ら
え
る
配
慮
が
重
要

慮
が
重
要
で
あ
る
ほ
か
、
犯
罪
被
害
者
支
援
や
緊
急
避
妊
の
た
め
の

で
あ
る
。

診
療
等
の
場
に
お
い
て
は
、
性
感
染
症
予
防
を
含
め
た
総
合
的
支
援

が
求
め
ら
れ
る
。
ま
た
、
尖
圭
コ
ン
ジ
ロ
ー
マ
に
つ
い
て
は
、
子
宮
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頸
が
ん
と
と
も
に
、
ワ
ク
チ
ン
に
よ
っ
て
も
予
防
が
有
効
で
あ
る
こ

と
か
ら
、
ワ
ク
チ
ン
の
効
果
等
に
つ
い
て
の
情
報
提
供
を
行
う
こ
と

が
重
要
で
あ
る
。

一
方
、
性
感
染
症
と
し
て
最
も
罹
患
の
可
能
性
の
高
い
性
器
ク
ラ

ミ
ジ
ア
感
染
症
は
、
男
性
に
お
い
て
も
症
状
が
軽
微
で
あ
る
こ
と
が

一
方
、
性
感
染
症
と
し
て
最
も
罹
患
の
可
能
性
の
高
い
性
器
ク
ラ

多
い
た
め
、
感
染
の
防
止
の
た
め
の
注
意
を
怠
り
や
す
い
と
い
う
特

ミ
ジ
ア
感
染
症
は
、
男
性
に
お
い
て
も
症
状
が
軽
微
で
あ
る
こ
と
が

性
を
有
す
る
の
で
、
そ
の
ま
ん
延
の
防
止
に
向
け
よ
り
一
層
の
啓
発

多
い
た
め
、
感
染
の
防
止
の
た
め
の
注
意
を
怠
り
や
す
い
と
い
う
特

が
必
要
で
あ
る
。

性
を
有
す
る
の
で
、
そ
の
ま
ん
延
の
防
止
に
向
け
た
啓
発
が
必
要
で

あ
る
。

五

相
談
指
導
の
充
実

保
健
医
療
に
関
す
る
既
存
の
相
談
の
機
会
を
活
用
す
る
と
と
も
に

五

相
談
指
導
の
充
実

、
希
望
者
に
対
す
る
検
査
時
の
相
談
指
導
、
妊
娠
等
に
対
す
る
保
健

保
健
医
療
に
関
す
る
既
存
の
相
談
の
機
会
を
活
用
す
る
と
と
も
に

医
療
相
談
や
指
導
等
を
行
う
こ
と
が
、
対
象
者
の
実
情
に
応
じ
た
対

、
希
望
者
に
対
す
る
検
査
時
の
相
談
指
導
、
妊
娠
等
に
対
す
る
保
健

策
の
観
点
か
ら
も
有
効
で
あ
る
。
そ
の
た
め
、
都
道
府
県
等
は
、
性

医
療
相
談
や
指
導
等
を
行
う
こ
と
が
、
対
象
者
の
実
情
に
応
じ
た
対

感
染
症
に
係
る
検
査
の
前
後
に
お
い
て
、
当
該
性
感
染
症
に
関
す
る

策
の
観
点
か
ら
も
有
効
で
あ
る
。
そ
の
た
め
、
都
道
府
県
等
は
、
性

相
談
及
び
情
報
収
集
を
円
滑
に
推
進
す
る
と
と
も
に
、
そ
の
ま
ん
延

感
染
症
に
係
る
検
査
の
前
後
に
お
い
て
、
当
該
性
感
染
症
に
関
す
る

の
防
止
を
図
る
た
め
、
医
師
及
び
保
健
師
等
を
対
象
に
相
談
及
び
指

相
談
及
び
情
報
収
集
を
円
滑
に
推
進
す
る
と
と
も
に
、
そ
の
ま
ん
延

導
に
携
わ
る
人
材
の
養
成
及
び
確
保
に
努
め
る
も
の
と
す
る
。
ま
た

の
防
止
を
図
る
た
め
、
医
師
及
び
保
健
師
等
を
対
象
に
相
談
及
び
指

、
こ
れ
ら
に
当
た
っ
て
は
、
医
療
機
関
及
び
教
育
機
関
と
の
連
携
並

導
に
携
わ
る
人
材
の
養
成
及
び
確
保
に
努
め
る
も
の
と
す
る
。
ま
た

び
に
後
天
性
免
疫
不
全
症
候
群
対
策
と
の
連
携
を
図
る
こ
と
が
重
要

、
こ
れ
ら
に
当
た
っ
て
は
、
医
療
機
関
及
び
教
育
機
関
と
の
連
携
並

で
あ
る
。

び
に
後
天
性
免
疫
不
全
症
候
群
対
策
と
の
連
携
を
図
る
こ
と
が
重
要

で
あ
る
。

第
三

医
療
の
提
供

一

基
本
的
考
え
方

第
三

医
療
の
提
供

性
感
染
症
は
、
疾
患
や
病
態
に
応
じ
て
適
切
に
処
方
さ
れ
た
治
療

一

基
本
的
考
え
方

薬
を
投
与
す
る
等
の
医
療
が
必
要
な
疾
患
で
あ
り
、
確
実
な
治
療
が

性
感
染
症
は
、
疾
患
や
病
態
に
応
じ
て
適
切
に
処
方
さ
れ
た
治
療

二
次
感
染
や
ま
ん
延
を
防
ぐ
最
も
有
効
な
方
法
で
あ
る
。
医
療
の
提

薬
を
投
与
す
る
等
の
医
療
が
必
要
な
疾
患
で
あ
り
、
確
実
な
治
療
が

供
に
当
た
っ
て
は
、
診
断
や
治
療
の
指
針
、
分
か
り
や
す
い
説
明
資

二
次
感
染
や
ま
ん
延
を
防
ぐ
最
も
有
効
な
方
法
で
あ
る
。
医
療
の
提

料
等
の
活
用
に
加
え
て
、
個
人
情
報
の
保
護
等
の
包
括
的
な
配
慮
が

供
に
当
た
っ
て
は
、
診
断
や
治
療
の
指
針
、
分
か
り
や
す
い
説
明
資

必
要
で
あ
る
。
ま
た
、
若
年
層
が
受
診
し
や
す
い
環
境
づ
く
り
へ
の

料
等
の
活
用
に
加
え
て
、
個
人
情
報
の
保
護
等
の
包
括
的
な
配
慮
が
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配
慮
も
必
要
で
あ
る
。

必
要
で
あ
る
。

二

医
療
の
質
の
向
上

国
及
び
都
道
府
県
等
は
、
医
師
会
等
の
関
係
団
体
と
の
連
携
を
図

二

医
療
関
係
者
へ
の
情
報
の
提
供
の
強
化

り
な
が
ら
、
診
断
や
治
療
に
関
す
る
最
新
の
方
法
に
関
す
る
情
報
を

国
及
び
都
道
府
県
等
は
、
医
師
会
等
の
関
係
団
体
と
の
連
携
を
図

迅
速
に
提
供
し
、
普
及
さ
せ
る
よ
う
努
め
る
こ
と
が
重
要
で
あ
る
。

り
な
が
ら
、
診
断
や
治
療
に
関
す
る
最
新
の
方
法
に
関
す
る
情
報
を

特
に
、
学
会
等
の
関
係
団
体
は
、
標
準
的
な
診
断
や
治
療
の
指
針
等

迅
速
に
普
及
さ
せ
る
よ
う
努
め
る
こ
と
が
重
要
で
あ
る
。

に
つ
い
て
積
極
的
に
情
報
提
供
し
、
普
及
を
図
る
こ
と
が
重
要
で
あ

る
。ま

た
、
国
及
び
都
道
府
県
等
は
、
学
会
等
と
の
連
携
に
よ
り
、
様

々
な
診
療
科
を
横
断
し
て
性
感
染
症
の
専
門
家
養
成
の
た
め
の
教
育

及
び
研
修
機
会
の
確
保
を
図
る
こ
と
が
重
要
で
あ
る
。

三

医
療
ア
ク
セ
ス
の
向
上

特
に
若
年
層
等
が
性
感
染
症
に
関
し
て
受
診
し
や
す
い
医
療
体
制

三

学
会
等
の
関
係
団
体
と
の
連
携

の
整
備
な
ど
の
環
境
づ
く
り
と
と
も
に
、
保
健
所
等
に
お
け
る
検
査

学
会
等
の
関
係
団
体
は
、
最
新
の
医
学
的
な
知
見
等
を
盛
り
込
ん

か
ら
、
受
診
及
び
治
療
に
結
び
付
け
ら
れ
る
体
制
づ
く
り
を
推
進
す

だ
診
断
や
治
療
の
指
針
、
包
括
的
な
治
療
等
に
と
っ
て
有
効
で
分
か

る
こ
と
が
重
要
で
あ
る
。
ま
た
、
検
査
や
治
療
に
つ
い
て
分
か
り
や

り
や
す
い
資
料
等
を
作
成
し
、
普
及
さ
せ
る
こ
と
が
重
要
で
あ
り
、

す
い
資
料
等
を
作
成
し
、
民
間
団
体
等
の
協
力
に
よ
り
普
及
啓
発
を

国
及
び
都
道
府
県
等
は
、
そ
の
普
及
を
支
援
し
て
い
く
こ
と
が
重
要

行
う
こ
と
が
重
要
で
あ
り
、
国
及
び
都
道
府
県
等
は
、
そ
の
普
及
啓

で
あ
る
。

発
を
支
援
し
て
い
く
こ
と
が
重
要
で
あ
る
。

第
四

研
究
開
発
の
推
進

一

基
本
的
考
え
方

第
四

研
究
開
発
の
推
進

性
感
染
症
の
拡
大
を
抑
制
す
る
と
と
も
に
、
よ
り
良
質
か
つ
適
切

一

基
本
的
考
え
方

な
医
療
を
提
供
す
る
た
め
に
は
、
性
感
染
症
に
関
す
る
研
究
開
発
の

性
感
染
症
の
拡
大
を
抑
制
す
る
と
と
も
に
、
よ
り
良
質
か
つ
適
切

推
進
が
必
要
で
あ
る
。
具
体
的
に
は
、
病
態
の
解
明
に
基
づ
く
検
査

な
医
療
を
提
供
す
る
た
め
に
は
、
性
感
染
症
に
関
す
る
研
究
開
発
の

や
治
療
に
関
す
る
研
究
、
発
生
動
向
に
関
す
る
疫
学
研
究
、
行
動
様

推
進
が
必
要
で
あ
る
。
具
体
的
に
は
、
病
態
の
解
明
に
基
づ
く
検
査

式
に
関
す
る
社
会
面
と
医
学
面
に
お
け
る
研
究
等
を
対
策
に
活
用
で

や
治
療
に
関
す
る
研
究
、
発
生
動
向
に
関
す
る
疫
学
研
究
、
行
動
様

き
る
よ
う
総
合
的
に
推
進
す
る
こ
と
が
重
要
で
あ
る
。

式
に
関
す
る
社
会
面
と
医
学
面
に
お
け
る
研
究
等
を
対
策
に
活
用
で
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き
る
よ
う
総
合
的
に
推
進
す
る
こ
と
が
重
要
で
あ
る
。

二

検
査
や
治
療
等
に
関
す
る
研
究
開
発
の
推
進

性
感
染
症
の
検
査
や
治
療
に
お
い
て
期
待
さ
れ
る
研
究
と
し
て
は

二

検
査
や
治
療
等
に
関
す
る
研
究
開
発
の
推
進

、
迅
速
か
つ
正
確
に
結
果
が
判
明
す
る
検
査
薬
や
検
査
方
法
等
、
検

性
感
染
症
の
検
査
や
治
療
に
お
い
て
期
待
さ
れ
る
研
究
と
し
て
は

査
機
会
の
拡
大
の
た
め
の
実
用
的
な
検
査
薬
や
検
査
方
法
の
開
発
、

、
迅
速
か
つ
正
確
に
結
果
が
判
明
す
る
検
査
薬
や
検
査
方
法
等
、
検

効
果
的
で
簡
便
な
治
療
方
法
の
開
発
、
新
た
な
治
療
薬
及
び
耐
性
菌

査
機
会
の
拡
大
の
た
め
の
実
用
的
な
検
査
薬
や
検
査
方
法
の
開
発
、

を
出
現
さ
せ
な
い
よ
う
な
治
療
薬
の
開
発
や
そ
の
投
与
方
法
に
関
す

効
果
的
で
簡
便
な
治
療
方
法
の
開
発
、
新
た
な
治
療
薬
及
び
耐
性
菌

る
研
究
等
が
考
え
ら
れ
る
。
ま
た
、
ワ
ク
チ
ン
開
発
の
研
究
、
予
防

を
出
現
さ
せ
な
い
よ
う
な
治
療
薬
の
開
発
や
そ
の
投
与
方
法
に
関
す

方
法
の
新
た
な
可
能
性
を
視
野
に
入
れ
た
研
究
開
発
等
を
推
進
す
る

る
研
究
等
が
考
え
ら
れ
る
。
ま
た
、
ワ
ク
チ
ン
開
発
の
研
究
、
予
防

こ
と
も
重
要
で
あ
る
。

方
法
の
新
た
な
可
能
性
を
視
野
に
入
れ
た
研
究
開
発
等
を
推
進
す
る

こ
と
も
重
要
で
あ
る
。

三

発
生
動
向
等
に
関
す
る
疫
学
研
究
の
推
進

国
は
、
性
感
染
症
の
発
生
動
向
に
関
す
る
各
種
疫
学
研
究
を
強
化

三

発
生
動
向
等
に
関
す
る
疫
学
研
究
の
推
進

し
、
今
後
の
予
防
対
策
に
役
立
て
て
い
く
こ
と
が
重
要
で
あ
る
。
例

国
は
、
性
感
染
症
の
発
生
動
向
に
関
す
る
各
種
疫
学
研
究
を
強
化

え
ば
、
性
感
染
症
の
無
症
状
病
原
体
保
有
者
の
推
移
に
関
す
る
研
究

し
、
今
後
の
予
防
対
策
に
役
立
て
て
い
く
こ
と
が
重
要
で
あ
る
。
例

、
病
原
体
の
分
子
疫
学
的
研
究
、
地
域
を
限
定
し
た
性
感
染
症
の
全

え
ば
、
性
感
染
症
の
無
症
状
病
原
体
保
有
者
の
推
移
に
関
す
る
研
究

数
調
査
、
後
天
性
免
疫
不
全
症
候
群
の
発
生
動
向
と
の
比
較
研
究
、

、
地
域
を
限
定
し
た
性
感
染
症
の
全
数
調
査
、
後
天
性
免
疫
不
全
症

発
生
動
向
の
分
析
を
行
う
た
め
の
追
加
調
査
、
指
定
届
出
機
関
の
選

候
群
の
発
生
動
向
と
の
比
較
研
究
、
発
生
動
向
の
分
析
を
行
う
た
め

定
の
在
り
方
に
関
す
る
研
究
等
の
疫
学
研
究
に
よ
っ
て
、
定
量
的
な

の
追
加
調
査
、
指
定
届
出
機
関
の
選
定
の
在
り
方
に
関
す
る
研
究
等

評
価
が
可
能
と
な
る
数
値
を
的
確
に
推
計
で
き
る
よ
う
努
め
る
な
ど

の
疫
学
研
究
に
よ
っ
て
、
定
量
的
な
評
価
が
可
能
と
な
る
数
値
を
的

、
発
生
動
向
の
多
面
的
な
把
握
に
役
立
て
て
い
く
こ
と
が
重
要
で
あ

確
に
推
計
で
き
る
よ
う
努
め
る
な
ど
、
発
生
動
向
の
多
面
的
な
把
握

る
。

に
役
立
て
て
い
く
こ
と
が
重
要
で
あ
る
。

四

社
会
面
と
医
学
面
に
お
け
る
性
の
行
動
様
式
等
に
関
す
る
研
究

国
は
、
性
感
染
症
を
早
期
に
発
見
し
、
治
療
に
結
び
付
け
る
た
め

四

社
会
面
と
医
学
面
に
お
け
る
性
の
行
動
様
式
等
に
関
す
る
研
究

の
試
行
的
研
究
、
性
感
染
症
予
防
策
の
ま
ん
延
防
止
効
果
に
関
す
る

国
は
、
若
年
者
の
性
感
染
症
を
早
期
に
発
見
し
、
治
療
に
結
び
付

研
究
、
感
染
リ
ス
ク
や
感
染
の
防
止
に
関
す
る
意
識
・
行
動
な
ど
を

け
る
た
め
の
試
行
的
研
究
、
性
感
染
症
予
防
策
の
ま
ん
延
防
止
効
果

含
む
社
会
面
と
医
学
面
に
お
け
る
性
の
行
動
様
式
等
に
関
す
る
研
究

に
関
す
る
研
究
等
、
社
会
面
と
医
学
面
に
お
け
る
性
の
行
動
様
式
等

を
後
天
性
免
疫
不
全
症
候
群
対
策
の
研
究
と
連
携
し
て
進
め
る
こ
と

に
関
す
る
研
究
を
後
天
性
免
疫
不
全
症
候
群
対
策
の
研
究
と
連
携
し

が
重
要
で
あ
る
。

て
進
め
る
こ
と
が
重
要
で
あ
る
。
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五

研
究
評
価
等
の
充
実

国
は
、
研
究
の
計
画
を
厳
正
に
評
価
し
、
重
点
的
に
研
究
を
支
援

五

研
究
評
価
等
の
充
実

す
る
と
と
も
に
、
研
究
の
成
果
に
つ
い
て
も
的
確
に
評
価
し
た
上
で

国
は
、
研
究
の
計
画
を
厳
正
に
評
価
し
、
重
点
的
に
研
究
を
支
援

、
評
価
の
高
い
研
究
成
果
に
基
づ
く
施
策
を
重
点
的
に
進
め
て
い
く

す
る
と
と
も
に
、
研
究
の
成
果
に
つ
い
て
も
的
確
に
評
価
し
た
上
で

こ
と
が
必
要
で
あ
る
。
ま
た
、
研
究
の
結
果
に
つ
い
て
は
、
広
く
一

、
評
価
の
高
い
研
究
成
果
に
基
づ
く
施
策
を
重
点
的
に
進
め
て
い
く

般
に
提
供
し
て
い
く
こ
と
が
重
要
で
あ
る
。

こ
と
が
必
要
で
あ
る
。
ま
た
、
研
究
の
結
果
に
つ
い
て
は
、
広
く
一

般
に
提
供
し
て
い
く
こ
と
が
重
要
で
あ
る
。

第
五

国
際
的
な
連
携

一

基
本
的
考
え
方

第
五

国
際
的
な
連
携

後
天
性
免
疫
不
全
症
候
群
の
主
要
な
感
染
経
路
が
性
的
接
触
で
あ

一

基
本
的
考
え
方

る
こ
と
の
み
な
ら
ず
、
性
感
染
症
に
罹
患
し
て
い
る
者
が
Ｈ
Ｉ
Ｖ
（

後
天
性
免
疫
不
全
症
候
群
の
主
要
な
感
染
経
路
が
性
的
接
触
で
あ

ヒ
ト
免
疫
不
全
ウ
イ
ル
ス
）
に
感
染
し
や
す
い
と
い
う
こ
と
に
か
ん

る
こ
と
の
み
な
ら
ず
、
性
感
染
症
に
罹
患
し
て
い
る
者
が
Ｈ
Ｉ
Ｖ
（

が
み
、
予
防
対
策
上
の
観
点
か
ら
性
感
染
症
と
後
天
性
免
疫
不
全
症

ヒ
ト
免
疫
不
全
ウ
イ
ル
ス
）
に
感
染
し
や
す
い
と
い
う
こ
と
に
か
ん

候
群
と
を
併
せ
て
取
り
扱
う
こ
と
が
国
際
的
に
は
多
い
こ
と
か
ら
、

が
み
、
予
防
対
策
上
の
観
点
か
ら
性
感
染
症
と
後
天
性
免
疫
不
全
症

国
際
的
な
連
携
に
当
た
っ
て
は
、
こ
の
点
を
念
頭
に
進
め
る
こ
と
が

候
群
と
を
併
せ
て
取
り
扱
う
こ
と
が
国
際
的
に
は
多
い
こ
と
か
ら
、

重
要
で
あ
る
。

国
際
的
な
連
携
に
当
た
っ
て
は
、
こ
の
点
を
念
頭
に
進
め
る
こ
と
が

重
要
で
あ
る
。

二

諸
外
国
と
の
情
報
交
換
の
推
進

国
は
、
政
府
間
、
研
究
者
間
等
に
お
け
る
性
感
染
症
に
関
す
る
予

二

諸
外
国
と
の
情
報
交
換
の
推
進

防
方
法
や
治
療
方
法
の
開
発
、
疫
学
研
究
や
社
会
面
と
医
学
面
に
お

国
は
、
政
府
間
、
研
究
者
間
等
に
お
け
る
性
感
染
症
に
関
す
る
予

け
る
研
究
の
成
果
等
に
つ
い
て
の
国
際
的
な
情
報
交
換
を
推
進
し
、

防
方
法
や
治
療
方
法
の
開
発
、
疫
学
研
究
や
社
会
面
と
医
学
面
に
お

我
が
国
の
対
策
に
生
か
し
て
い
く
こ
と
が
重
要
で
あ
る
。
ま
た
、
性

け
る
研
究
の
成
果
等
に
つ
い
て
の
国
際
的
な
情
報
交
換
を
推
進
し
、

感
染
症
に
関
連
す
る
後
天
性
免
疫
不
全
症
候
群
の
研
究
に
つ
い
て
も

我
が
国
の
対
策
に
生
か
し
て
い
く
こ
と
が
重
要
で
あ
る
。
ま
た
、
性

、
情
報
交
換
に
努
め
て
い
く
こ
と
が
望
ま
し
い
。

感
染
症
に
関
連
す
る
後
天
性
免
疫
不
全
症
候
群
の
研
究
に
つ
い
て
も

、
情
報
交
換
に
努
め
て
い
く
こ
と
が
望
ま
し
い
。

三

国
際
的
な
感
染
拡
大
抑
制
へ
の
貢
献

国
は
、
世
界
保
健
機
関
、
国
連
合
同
エ
イ
ズ
計
画(

U
N
A
I
D
S
)

等
の

三

国
際
的
な
感
染
拡
大
抑
制
へ
の
貢
献

活
動
へ
の
協
力
を
強
化
す
る
こ
と
が
重
要
で
あ
る
。

国
は
、
世
界
保
健
機
関
、
国
連
合
同
エ
イ
ズ
計
画(

U
N
A
I
D
S
)

等
の

活
動
へ
の
協
力
を
強
化
す
る
こ
と
が
重
要
で
あ
る
。
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第
六

関
係
機
関
等
と
の
連
携
の
強
化
等

一

関
係
機
関
等
と
の
連
携
の
強
化

第
六

関
係
機
関
等
と
の
連
携
の
強
化
等

性
感
染
症
対
策
は
、
普
及
啓
発
か
ら
研
究
開
発
ま
で
、
様
々
な
関

一

関
係
機
関
等
と
の
連
携
の
強
化

係
機
関
と
の
連
携
を
必
要
と
す
る
も
の
で
あ
り
、
具
体
的
に
は
、
厚

性
感
染
症
対
策
は
、
普
及
啓
発
か
ら
研
究
開
発
ま
で
、
様
々
な
関

生
労
働
省
、
内
閣
府
、
文
部
科
学
省
等
に
お
け
る
普
及
啓
発
の
連
携

係
機
関
と
の
連
携
を
必
要
と
す
る
も
の
で
あ
り
、
具
体
的
に
は
、
厚

、
研
究
成
果
の
情
報
交
換
、
官
民
連
携
に
よ
る
施
策
の
推
進
等
を
図

生
労
働
省
、
内
閣
府
、
文
部
科
学
省
等
に
お
け
る
普
及
啓
発
の
連
携

る
ほ
か
、
国
及
び
都
道
府
県
等
と
医
師
会
等
の
関
係
団
体
並
び
に
性

、
研
究
成
果
の
情
報
交
換
、
官
民
連
携
に
よ
る
施
策
の
推
進
等
を
図

感
染
症
及
び
後
天
性
免
疫
不
全
症
候
群
対
策
等
に
関
係
す
る
各
種
民

る
ほ
か
、
国
及
び
都
道
府
県
等
と
医
師
会
等
の
関
係
団
体
並
び
に
性

間
団
体
と
の
連
携
等
幅
広
い
連
携
を
図
る
こ
と
が
重
要
で
あ
る
。
ま

感
染
症
及
び
後
天
性
免
疫
不
全
症
候
群
対
策
等
に
関
係
す
る
各
種
民

た
、
保
健
所
は
普
及
啓
発
の
拠
点
と
し
て
の
情
報
発
信
機
能
の
強
化

間
団
体
と
の
連
携
等
幅
広
い
連
携
を
図
る
こ
と
が
重
要
で
あ
る
。
ま

を
図
る
と
と
も
に
、
学
校
教
育
と
社
会
教
育
と
の
連
携
強
化
に
よ
る

た
、
保
健
所
の
普
及
啓
発
の
拠
点
と
し
て
の
機
能
強
化
を
図
る
と
と

普
及
啓
発
活
動
の
充
実
を
図
る
こ
と
が
重
要
で
あ
る
。

も
に
、
学
校
教
育
と
社
会
教
育
と
の
連
携
強
化
に
よ
る
普
及
啓
発
活

動
の
充
実
を
図
る
こ
と
が
重
要
で
あ
る
。

二

本
指
針
の
進
ち
ょ
く
状
況
の
評
価
及
び
展
開

本
指
針
を
有
効
に
機
能
さ
せ
る
た
め
に
は
、
本
指
針
に
掲
げ
た
取

二

本
指
針
の
進
ち
ょ
く
状
況
の
評
価
及
び
展
開

組
の
進
ち
ょ
く
状
況
に
つ
い
て
、
定
期
的
に
把
握
し
、
専
門
家
等
の

本
指
針
を
有
効
に
機
能
さ
せ
る
た
め
に
は
、
本
指
針
に
掲
げ
た
取

意
見
を
聴
き
な
が
ら
評
価
を
行
う
と
と
も
に
、
必
要
に
応
じ
て
、
取

組
の
進
ち
ょ
く
状
況
に
つ
い
て
、
定
期
的
に
把
握
し
、
専
門
家
等
の

組
の
見
直
し
を
行
う
こ
と
が
重
要
で
あ
る
。

意
見
を
聴
き
な
が
ら
評
価
を
行
う
と
と
も
に
、
必
要
に
応
じ
て
、
取

組
の
見
直
し
を
行
う
こ
と
が
重
要
で
あ
る
。


